
キリシタンを歌うチマッティ神父

哭く哭哭く
はらじょう・なく

会場：カトリック調布教会
 調布市富士見町3-21-12
 TEL: 042-482-3937

2019年11月9日
開場13:30・ 開演14:00

会場：碑文谷サレジオ教会
 目黒区碑文谷1-26-24
 TEL: 03-3713-7624

2019年11月10日
開場13:30・ 開演14:00

オペレッタ「原城哭く」3幕
朗読劇スタイル
脚本：U. ロマーニ　
作曲：V, チマッティ
〈キャスティング〉　石川百合子
〈演出〉　粕谷　佳五
〈衣装〉渡邊安子

オペレッタ「原城哭く」3幕
朗読劇スタイル

主　　催 チマッティ資料館
 代表者 ガエタノ・コンプリ神父
特別協賛 藤木工務店
 （カトリック調布教会の施工会社）

後　　援 サレジオ工業高等専門学校
 サレジオ学院中学校・高等学校
 星美学園小学校、中学校・高等学校
 目黒星美学園小学校、中学高等学校
 調布星美幼稚園
 目黒サレジオ幼稚園
 マルガリタ幼稚園

土 日

チケットのお求めについては裏面をご覧ください。

〈入場料〉 一般2,000円　高校生以下1,500円 （調布教会300席・碑文谷サレジオ教会400席・全席自由）
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原城
出　演
天草四郎時貞 水野　優 （テノール）
芦塚忠右衛門（浪人） 奥村　泰憲 （バリトン）
赤星内膳（浪人） 奥村　泰憲 （バリトン）
千々岩五郎左衛門（浪人） 水野　優 （テノール）
大矢野作左衛門（浪人） 太田　賢治 （テノール・9日）
 島田　道生 （テノール・10日）
五郎兵衛（庄屋） 渡辺　大（テノール）
小左衛門（庄屋） 大井　哲也（テノール）
イエロニモ、五郎兵の息子 関　奈美 （メゾソプラノ）
ルドヴィコ、光義の子 鈴木　望 （アルト・9日）
 相馬　宏美 （アルト・10日）
少年 須藤　美香 （ソプラノ）
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〒182-0033 東京都調布市富士見町3-21-12  サレジオ神学院内
電話: 042-482-3117、  Fax : 042-490-6707　　
http://www.v-cimatti.com   メールdb@v--cimatti.com

会場のご案内
カトリック調布教会 調布市富士見町 3-21-12

碑文谷サレジオ教会 目黒区碑文谷 1-26-24
●東急東横線 学芸大学駅から徒歩20分
●東急東横線 学都立大駅から徒歩15分
●JR目黒駅西口より、東急バス[黒01]大岡山小学校行き
　→サレジオ教会前下車

●京王線調布駅北口下車徒歩15分
●京王線調布駅北口バス停13番「三鷹行き」「吉祥寺行き」
→「富士見町住宅」　 下車徒歩3分

●JR中央線三鷹駅下車
→南口バス停2番「調布駅北口行き」
→「御塔坂下」　 下車徒歩3分2
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チケットは、次のいずれかの方法でお求めいただけます。
〈窓口での販売〉 【調布】チマッティ資料館、カトリック調布教会、【目黒】碑文谷サレジオ教会、【四谷】ドン・ボスコ社、サンパウロ、

聖イグナチオ教会案内所
〈メールでの販売〉 お名前、ご住所、電話番号、枚数、会場（調布・碑文谷）を下記メールアドレス宛にお送りください。折り返しチケットの

番号を返信します。 当日受付でチケット番号をご提示のうえ、チケットと引き換えに料金をお支払いください。

お問合せ チマッティ資料館

メールアドレス　db@v-cimatti.com 　

1615年8月7日、江戸幕府は諸大名に
対して「一国一城令」を出し、居城以外す
べての城が破却され、原城も例外ではな
かった。その後島原藩主となった松倉重
政が島原で新しい城を築くことを決め、そ
の苛政のために1637年に農民一揆が起
きた。キリシタン弾圧が最も過酷な時だっ
た。天草の信者も一揆に合流し、約3万7
千人が原城の跡に立て籠もった。小西行
長の家臣の子孫といわれる天草四郎が
総大将となり、攻めてきた幕府軍の兵が1千人戦死した。1638
年4月11日と12日の総攻撃において、3ヶ月に及ぶ籠城に兵
站の補給がなく、弾薬・兵糧も尽きて、海側からオランダ軍艦
の砲撃を受けて一揆軍は全滅した。幕府軍の記録によると、内
通していた山田右衛門作だけが助命され、他は老人も女子供
も一人残らず皆殺しにされた。『島原天草日記』によると「殉教
を重んずるキリシタンの信仰のゆえに、全員喜んで死を受け入
れた」とある。終結後、原城は徹底的に破壊され、虐殺された3
万7千人の遺体が廃墟の敷地内に埋められた。
1938年に原城は国の遺跡となり、発掘調査の結果、惨殺さ

れた一揆軍の折り重なった遺骨や鉛の弾丸、クルスなどが大
量に出土した。チマッティ神父は第二世界大戦中、その歴史を
研究してきたウルデリコ・ロマーニ神父による脚本を作曲した。
今日上演される歌劇の中に、緊迫と信仰に溢れるキリシタン

の生きた姿が描かれている。知られざる原城の歴史の一面で
ある。2018年、原城の遺跡は世界遺産に指定された。

原城 島原の乱終結の場


